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研究成果の概要（和文）：「新しい分野横断型大学院の研究－Transferable Skill (日本語で移転可能なスキル
：以下TS)を如何に教育するか」が研究テーマであり、この研究対象国（英国、フランス、ドイツ、韓国、米国
等）では、高等教育におけるTSスキルの習得を重要視しており、大学院のカリキュラムに反映されている。例え
ば、米国のビジネススクールのコース（起業論、リーダーシップ、コミュニケーション・交渉等）は、他の大学
院生でも受講が可能で、それが卒業生の社会での活躍の理由の一つとなっている。一方日本においては、大学関
係者や採用する企業でTS教育の必要性が理解されていないことが、企業との研究会で明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Research on new multidisciplinary education in graduate schools around the 
world -how to teach transferable skills” is the research theme, emphasis is placed on transferable 
skills in higher education in the target countries (UK, France, Germany, Korea, USA, etc.), which is
 reflected in the postgraduate curriculum. For example, graduate students are allowed to take a 
transferable educational curriculum such as leadership skills traditionally taught in business 
school and this is one of the reasons that alumni are successful in non-academic world. However, it 
was made clear in a research group study that in Japan, the need for transferable skills has not 
been fully understood by academia as well as corporations who recruit researchers.   

研究分野： グローバルコミュニケーション、グローバル人材育成
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本でTS教育の有益性について理解を得るために、データを用いてTS教育の必要性をアピールする必要がある。
現在、海外インターンシップ・PBR（Project Based Research）を通して、学生の行動特性（コンピテンシー）
の変化を海外渡航前と以後と比較し、TS教育の効果をデータ化している。日本の博士課程のプログラムでTSトレ
ーニングを提供することにより、TSスキルを身につけた学生が専門分野を生かしながら社会で幅広く活躍し、そ
れにより博士号をもった学生の就職の機会が増えることが大学院の活性化になる。このような人材がイノベーシ
ョンを進める原動力になり、日本の経済の発展につながると考えている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
博士課程教育における分野横断型 Transferable Skill (日本語で移転可能なスキル：以下
TS)教育は世界的な潮流であるが、日本ではまだ学術的な研究に乏しい。 しかも、日本に
おいてリーディング大学院プログラムが多数立ち上げられたものの、分野横断型 TS 教育
の方法論やカ リキュラムが確立されていない 
 
２．研究の目的 
本研究は、新しい分野横断型大学院において TS を如何 に教育するかを具体的に明らかに
することである。研究者が所属している大学院で直面している課題に他ならない。 博士課
程教育における分野横断型 TS 教育は世界的な潮流であるが、日本ではまだ学術的な研究
に乏しい。 しかも、日本においてリーディング大学院プログラムが多数立ち上げられたも
のの、分野横断型 TS 教育の方法論やカリキュラムが確立されていない 
３．研究の方法 
本研究では、まず他国での成功例、失敗例を実地調査、分析する。そして、この調査・分
析結果に基づいて日本における TS 教育のさらなる改善点を提示するとともに、分野横断
型 TS を 有する人物を育成するための方法論と教育カリキュラムを構想する。 
 
４．研究成果 
初年度は、研究代表者は欧州（フランスとスイス）と米国（ハーバード）に出張し、TS 関係の
カリキュラムや社会で活躍している卒業生とのインタビュー調査を通じて今まで客観的評価が
難しかった TS 教育の結果を定性的に調査する準備をした。TS は大学の授業以外で学ぶことも
できる。例えばフランスの多くのグランドエコール（大学院）では海外でのインターンシップ
が卒業要件として義務付けられている。あるいはドイツにおける Industrial PhD などでは、企
業でのインターンシップを重視するなど、国によって異なる方法で教育している。 
 
 次年度は日本を代表する 10 社に及ぶグローバル企業における経営トップや人事・教育に関わ
る関係者を招聘し、グローバル人材の育成をテーマに全 9回にわたる研究会を開催し、活発な
議論を行った。企業は学生を採用し、育成していくが、企業の人材育成の問題、企業の求める
グローバル人材について率直な意見を聞くことができ、企業のこれからの成長のために、多様
なスキルを持った人材の採用などの人事制度の改革や、個人の能力の開発の必要性が明らかに
なった。参加した企業関係者の間では TS は企業の OJT(On the Job Training)で、仕事の中で
上司から習うスキル、あるいは「人間力」を持ったと考えられている体育会系人材などを採用
するなど、TS教育について、期待していないことが明らかになった。しかしながら、この変化
の激しい時代に、OJT などの従来ながらの育成方法では変化についていけない。欧米あるいは
アジアの企業でもビジネススクールなどに派遣し、最新のリーダーシップ、人材育成を学んで
いる。日本の人事が閉ざされた横並びの意識から抜け出られていない。研修や人事制度などで
最新のメソッドを導入しているか否かの違いが、最近の日本企業のイノベーションなどの分野
での停滞の 1つの原因であると考えている。参加した企業でも博士課程修了者の採用に関して
積極的な企業は少なかった。あるいは採用しても、将来の幹部候補生ではなく、理系の専門職
としての採用であり、給料面でも新卒に比べてあまり違いはない。 
 
また他国におけるグローバル人材育成教育の先進事例を学ぶために、スイスの著名なビジネス
スクール IMD が開催した 1週間のビジネスリーダーのためのリーダーシップ・プログラム（High 
performance leadership）に参加した。具体的なワークショップに参加することにより、新し
い教授法を学ぶことができた。育成に関わる問題点や、課題、例えば、教員の資質、あるいは
教員以外のコーチなどの必要性など新たな知見を得ることができ、所属する大学院でのリーダ
ーシップ教育について反映することができた。 
 
最終年度では、イギリスの Berne Institute の Transactional Analysis Seminar に参加し、
実際に欧州で科学者や教育者が、どのように、移転可能なスキルを学んでいるかを調査した。
Transactional Analysis(日本語で交流分析)とは、心理学者の Eric Berne 氏によって提唱され
た心理学であるが、複雑な人間関係のコミュニケーションを改善するツールとして心理学者だ
けでなく、多くのソーシャルワーカーや教育者がこの論理を学び 、参加者が教育の場でどのよ
うに活用しているか具体的に聞き大変参考になった。 
 
これらのセミナー参加や大学でのインタビューを通して、具体的な教育カリキュラムを提案す
る際に、理想的な型はない。例えば、米国のように、大学院生が、ビジネススクールやロース
クールのようなプロフェショナルスクールの授業を受講する、あるいはジョイント・ディグリ
ーのような形で学ぶというので成果を上げているが、時間と費用がかかる。一方で、イギリス
のように Doctoral Training（博士課程における TS教育）という形で、必要なスキルを２、３
日から 1週間程度の集中講義で学べるという形も、忙しい研究者のニーズにも合うと考えてい
る。また成績評価であるが、リーダーシップスキルなど、個人のレベルも違い、正確に評価す
るのが難しいスキルは、従来の評価方法ではなく、合格、不合格という評価法が望ましいので



はないかと考える。 
 
海外の研究者との共同研究も順調に進んでいる。世界的著名な INSEAD のチャン・キム教授とも
共同研究を行い、その成果を 2019 年から始めた新しいリーダーシップのコースのカリキュラム
作成に反映し、「ブルーオーシャンシフト戦略」は 2019 年から４月開講された。このコースで
は、企業戦略論、リーダーシップ論、コミュニケーション能力等をワークショップと参加者の
発表を通じて、移転可能のスキルを学び、実践する場を目指している。 
 
グローバル人材のキャリア形成の研究者で「グローバル・コスモポリタン」という本の著者で
あるビジネススクール INSEAD のリンダ・ブリム教授を招いて東京でセミナーを開催するなど、
共同でグローバルに活躍する人材のキャリア形成における克服すべき課題を研究している。研
究成果はグローバル・コスモポリタンシリーズとして、続けて発信していく予定である。 
 
フランスのボルドー大学のエマニュエル・ソバージュ准教授の異文化理解に関するセミナーを
2018年6月に京都大学で開催した。また、OECDのニコラ・エラーマン氏の「OECD: Better policies 
for better lives」を 2019 年 1 月に国際教育セミナーとして開講した。 
 
国民への発信として、内閣府の経済財政諮問会議のタスクフォース「2030 年展望と改革」のメ
ンバーとして、主に人的資本向上に向けて積極的な発言をした。TS 教育の意義について 2016
年 10 月の会議で発表した。また人的資源向上と教育の重要さについて内閣府の経済社会総合研
究所の機関誌とサイトで発信した。 
 
このように 3年間 TS教育を研究してきて、改めて日本における TS教育の必要性を確認すると
共に、その必要性を社会や企業に発信していく必要性を痛感した。「博士課程教育リーディング
プログラム」の評価は一定ではなかった。英国や米国のように TS が大学院で学びやすくなって
いる国と企業イノベーションの関係性を調べると TS 教育の効用は明らかである。日本でも TS
教育をさらに進めることが必要であり、それについて広く国民に発信していきたい。 
 
【研究分担者】 
「分野横断型大学院において Transferable Skill を如何に教育するかを具体的に明らかにす
る」という本研究の目的を達成するために、研究分担者はとりわけ STEAM（Science, Technology, 
Engineering, Art and Mathematics)教育に着目して、3つの研究とその実践を行なった。 
 第 1 に、STEAM の根幹をなす科学の生み出される内的プロセスを、パラダイム破壊を成し遂
げた科学者たちの生涯と創り上げたプロダクトを対比させながら論ずる研究と教育プログラム
の構築である。さらに構築した教育プログラムを「科学創成論」という名称で研究科横断科目
として提供して、インタラクティブに改善を繰り返した。受講者は、理学研究科から文学研究
科、教育学研究科の大学院生が主体であった。社会人の受講も受け入れたところ、技術者や経
営者がさかんに受講した。哲学と科学が具体的にどのように絡みながら発達していったか、に
ついて唯一無二の実践を行うことができた。 
 第 2に、科学パラダイムから生まれたイノベーションが 20世紀においてどのように社会を変
えていったかを論ずる経営学研究と教育プログラムの構築である。さらに構築した教育プログ
ラムを「イノベーション創成論」とおいう名称で研究科横断科目として提供して、インタラク
ティブに改善を繰り返した。受講者は、主に経営学を研究する大学院生、MBA 院生であった。
やはり社会人の受講も受け入れ、学生と社会人とがよい議論を行なった。このプログラムも、
唯一無二のものとなった。 
 第 3 に、研究分担者自身が発案しすでに実践していた京都大学エグゼクティブ・リーダーシ
ップ・プログラム（京大 ELP）への STEAM（とくに A）の研究の応用である。STEAM の構造を明
示的に明らかにしながら、講師をダイナミックに構成して、ここでの研究を実践に移していっ
た。 
 以上の実践をまとめあげ、英語の単著を執筆して、”Innovation Crisis: Successes, Pitfalls, 
and Solutions in Japan" として、2019 年 3月に出版した。 
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